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金澤馨科犬學薬物學教室
   （石坂教授指導）

「ヒナア〃力ロイド。特二「アポヒニン系誘導

  誰二就チノ實鹸化學療法的研究英ノニ

肺炎双球菌感染ノ化學療法特二「エチール

アポヒニン」ノ肺炎双球菌感染二対スル治

        療的効果二就テ

岡  本   肇
  （昭和5年10月31日）
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衣

 第一項璽験成績

 英ノ1 「エチールアポヒニソ」チ以デセ

     ル治療試験

 英ノ2 「エチールアポヒニy」ト「ナフ

     トヒン」トノ治療効果比較試験

 第二項 賛験成績ノ概括

第四章緒論

結   言

 第1報ωノ基礎的實駿二体テ余ハ肺炎双球菌二対シ「ユチールアポヒニン」ハ試験管内二

於テ著シク強大ナル消毒作用テ呈シ，其消毒カハ「オプトヒン」ノソレヨリモ更二2－4倍強

ク，而モ其「マウス」二対スル毒性ハ「オブトヒン」ノソレヨリモ却ツチ微弱ナル事テ護見セリ．

 裁二於テ余ハ直二「エチールアポヒニン」テ皿テ動物試験テ行ヒダルニ「エチrルアーポヒニ

ン」ハ肺炎菌二感染セル「マウス」二野シ卓効テ環バシ，其拾療的効果ハ「オプトヒン」ヲ遥二

凌駕スル事ヲ知リ得タルテ皿テ鉱二之テ第2報トシテ報告セントス．

第一車一般賓験方法及ビ賓験成績ノ表示法

 試験動物トシテハ專ラ髄重17乃至25瓦ノ純白色ノ「マウス」（燭乙種）ヲ使用シ，比較實鮫二
 ■ ■ ● ●

ハ特二同一髄重（20瓦）ノモノノミテ遊ヒテ實験二供セリ．

 使用菌株ハ試験管内消毒試験ノ際二月』ヒタノレト同様ノ肺炎双球菌（工型）ニシテ，之テ「マ
 ■ ● ● ■

ウス」ノ髄内テ通過セシムル事ニヨリ英ノ毒カラ「コンスタント」二達スルニ至ル迄高メタル
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モノナリ．而シテ蛇毒カハ遊ダ強大ニシテ24時間，10劣血清ブィオン」培養（轟氏38皮）ノー

億倍稀胆液0．5姥チ腹腔内二注射スル事ニョリテ，48時間以内二髄重20瓦前後ノ「マウス」チ

確賢二蜷ス事テ得ベク，又共十億倍稀鐸液0．5靖ノ注射ニョリテモ愉殆ド全部ノ「マウス」チ

致死セシムル二足ル程度ノモノナリ．余ハ兆十億倍稀緯液O．5姥テ最小致死量ト定メタリ．

（菌培養ハ常二生理的食盤水1分，普通ブィォン」2分ノ割合二混シタル毛ノテ以テ編穣ス．）

 比ノ彊犬ナル毒カハ常二「’マウス」ヲ通過セシメテ保持セリ．而シテ毎常費験ノ開始前ニハ

必ズ菌ノ毒カテ検定シ，叉試験ト同時二更二一度英毒カテ検定スル事トセリ．

 感染方法ハ專ラ腹腔内接種法テ採用セリ．師チ上記ノ方法二由リテ毒力ノー定二高マレル
 ■  ●  ■  ■

肺炎菌ノ24時間10劣血清ブィオン培養テ前記ノ稀薄ナル普通プィオン」ヂ皿テ稀薄シ，英ノ

O．5姥中ニハ最小致死量ノ百乃至十萬倍ノ菌量テ含有スル様二菌浮涛液テ調製シ，此量テ「マ

ウス」ノ腹腔内二注射感染セシムルナリ．

 被稔消毒薬液ハ毎回實験ノ前日（滅菌蒸鰯水叉ハ「オリーブ油ニテ溶解ス）二調製シ，決シ
 ●  ●  ■  ●  ■  ■

テ陳蕾ノ溶液チ使用セチリキ．

 慶直方法．菌接種ノ直後又ハー定時テ経過セル後「マウス」ノ背面皮下二被検薬液テ注射ス
 ●  ●  ●  ●

而シテ注射回数ハ唯1回二止メタル場合ト叉蓮綾注射ナル場合トアリ，後替ノ場合ニハ毎日

1回宛2一ヰ日間注射スルモノトス．注射薬液最ハ常二最大耐量以内トシ，総テ虜置二際シ

テハ「マウス」ノ髄重テ正確二計リ，若シ鵠重ガ20瓦以上叉ハ以下ナル場合ハ，之二準ジ誰重

毎20瓦二部スル注射量ヨリ換算シタル薬液量テ用ピタリ．（第工表参照）

第   一   表

rマウス」
駿

。マウス」，rマ川髄重・賦一勤ス1レ醐藥量ヨ1換算シタル投艦（曙〕

駿  重
L＿   ⊥     ］       L 皿                                     …     ⊥          L

。，。：・・r。，・：・。せ。，。＝・「。。：。。■。，。：・・…。，。：・・［。，。＝・・   瓦」武1式1買 瓦i瓦1式

（珂〕 0，9：20 1，O：20

瓦 瓦
1，1：201．2120
@  瓦1 瓦

」   皿     一 … I                                          川    一 ■’            凹 ’

17 0，17 O，26 O，34 0，42 O，51 O，5910，68 ・…1・…1・… ユ，02

」一■ ’
18 O，18 0・27

A

0，36 0，45 0，54 0，63 O，72 O，81

    10，90！O，99    i

1，08

21 0，21 0…！O。・・1・，・・1・，・・i・，・・ 0，84 ・…1 ユ，05 ・…1 1，26

I  一 ■  … 0 」         ■       一                                                                         ’ I

22 O，22 O，33 ・刈・…1・…1・… 0，88 0，99 1，10 1，21 1，32

’  I  ⊥

23 4，23 O．35
1・，・・1・，・・     ：O・69■0・81

O，92
・μ11・1・ ・…1 1，38

＿一・一■一一 @＿

24 O，2410，36iO，4810，60 0，72 O，84 O，96
・，・・1・，・O

L32 1 ユ，44
1     ≡     1     、 一    ’

・・」・，・・！・。・・1・，・い，・・ O，7510，881，00
1，司・，・・

1，38 1，50

      藥液濃度10，75％中性麗酸髄溶液

           2，O％オリーブ油潅

毎回實験ニハ必ズ韮欄rマウス」トシテ菌接種ノミテ行ヒ，別二何等ノ慶置デモ加ヘザルモ

ノナ置ケリ．
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實験ハ
■  ●

 （I）肺炎菌ニコル全身感染防禦試験（Pエ・phy1・ktis・he Versw・he）

 （2）肺炎菌ノ全身感染二野スル滑療試験（H・i1…suche）ノニ事項二就テ行ピタリ、以

下順次各項ノ實験成讃二就テ其概略テ記述セントスー

 實験成績ハ嘗テ「モルゲンロート」ノ示セル様式二倣ヒ総テ圖表一（Diagramm）ヲ以テ現ハ

ス事トセリ．是1ノ此表示方法ニョル時ハ各實験列二於クル多1数「マウス」ノ日々二変移スル容

態特二其対照「マウス」ト比較シテノ異同テー目瞭然タラシメ得ルノ利アルテ皿デナリ．邸チ

肺炎薗テ接種シクル後ノ24時間チ皿テ病床第1日トナシ，毎日ノ實験成績テ次圃二示スガ如

キ様式ニテ表パセリ．

＝・健  全

＝輕  症

＝重  症
＿肺炎菌感染
一ニコル死

＝中毒死

 印チ右圃ノ各正方形ハ夫々1匹ノ「マウス」テ意味シ，白色ノ正方形ハ試験動物ガ金ク健全

ニシテ何等ノ症状デモ星セサルモノヲ現ハシ，縦級テ引ケノレモノハ動物ガ軽度ノ病状（不気

嫌，無氣カ，食欲不振，項紅ノ毛ノ逆立）ヲ呈スルヲ示シ，格子様テナセルハ病状重篤ニシ

テ全身ノ毛テ逆立テ所謂氣息奄々幻レ状ヲ星スルチ現ハス、而シテ肺炎菌感染ノモトニ鋸死

セル「マウス」ハ之ラ黒色正方形テ皿テ示スモノトスー

 死因ハ動物ノ死後可及的短時間内二心血又ハ脾臓組織ノ塗末染色標本（普通「メチーレンブ

ラウ染色ニテ足ル）＝チ製作シ，之テ鏡瞼シテ決定セリ．動物ガ肺炎菌感染二由ツチ死セルモ

ノナル時ハ心血殊二脾臓組織内二無数ノ双球菌テ誌ム．者シ比ノ塗末標本二肺炎菌テ接見シ

得ザル場合ニハ更二心血ノニー三白金耳テ1O劣血清ブイオジ」二移殖シ，之ヂ24時間叉ハ48

時間38度ノ艀語中二置キナ菌ノ存否テ確メテ決スル事トセリ．

 附認・動物ノ症状背比較的軽度ナリシ干拘ラズ薬液注射ニョリテ著シク死期チ早メタルが知キ場合ニハ

 余ハ常二之チ中毒死ト決シクリ，但死囚ヂ決スルニ當リ英巣シテ感染死ナルカ，或バ薬物ニョル中毒死

 ナルカ，或ハ両者何レテ以テ英主因トナスベキ方，之チ明確二勘定シ難キ揚含二遭遇シタル事ナシトセ

 ザルモ，饒二感染症状顯著ナル時ハダトヘ藥物ニヨツデ幾分英死期テ早メタルヤニ思ハルル場合ト雛毛

 余ハ悉ク之チ菌感染死ノ部二歎＾タザ

第二車 肺炎双球菌ニコル全身感染防禦試験

 本防禦試験二於テハ「エチールアポヒ’ン」及ビ「オプトヒン」ノ外向「メチールアポヒニン」

「ヒニン」及ビ「アポヒニン」等ノ防禦効果デモ併セテ強シクリ．而シテ賞．験方法トシテハ先ヅ

rマウス」ノ皮下二被験滑毒薬液ノ適當量テ注射シー定時間テ経過シ，薬液ノー部ガ吸牧セラ

ノりレヲ待チテ菌接種テ行7力，父ハ菌接種ト同時二第工回ノ薬液注射テ行ヒ，以後ハ毎日連

                   【96】



「ヒナアルガロイド」特二rアポヒニン系誘導髄二就チノ貿鹸化學療法的嚇究，英ノニ   341

綾注射ノ方法ニテ慶濫セリ．

              第一項實験成績

先ヅ毒性検査チ行ヒダルニ第2表二示スガ如ク肺炎薗ノ24時間血清ブィオン培養ノー千萬

倍稀躍液O・5姥ノ腹膣内注射ニョリテ「マウス」ハ48時間以内二蜷死シ，英一億乃至十億倍繍

解液ニテモ街721時間以内二蜷死スルチ認メタリ、

    第  二  表

  毒  性  楡  査  1

肺炎双球菌（1型〕ノ24時間10％血蒲フ“イオン培養

    「マウス」番號：60－70

接極菌量（姥）

 0，5

 0，5

 0，5

 0，5｛

 O，5

 0．5王

 O，5

 0，5茎

0，5

 0，5｛

 O，5

稀緯虞
1：1．000

1：10，OOO

1：100．000

1：1Mli11．

ユ：1M丘H．

1：ユOMi11．

1＝1OMi11．

11100Mm．

1：100Mi1I．

1：1，000Mi11．

1：1，000Mill一

 纏  過

死第1日
死第1日
死第2日
死第2日
死第一2日

死第2日
死第2日
死第3日
死第3日

死第3日
死第3日

 市シテ第1圃二示ス賛験蜘ハrエチールアポヒニン」ノ感染防禦作用（第1回ノ薬液注射後

30分テ経テ菌接踵テ行7）ヲ検シタルモノニシテ，各「マウス」ハ之テ右ノ瀞睡検査（第2表）二

於テ携レタル「マウス」ハひ血ヨリ培養シタル菌液テ十萬倍二稀緯セル菌浮游液O・5姥ヲ・以チ

感染セシメタルモノニシテ其含蔵量ハ少クトモ最小致死菌量ノー萬倍二相鴬スルモノナリ．

               第   一   圃

          「エチールアポヒニン」テ以ナセル防禦試験

 「マウス」番號：71－82・

 慶置：第1日，第2日及ビ第3日ニハ0，75％ノ盤酸エチ刊レアポヒニン溶液テ「マウス」駿重毎20武二対シ

  夫々O，5蝿宛脊郎ノ皮下二注射ス．．             ④   且   ル
  第4日ニハ更二該藥液チ03，蝿宛注射

  ス。
感染；第1回ノ薬液注射後30分チ経過シダ
  ル後肺炎双球菌〔1型〕ノ24時間10％
  血蒲プイ青ン培養チ10萬借（1／100，0
  00）二弔誘籠睾・セル菌湾…言表言凌ノO，5立毛多直ヂ

  腹腔内二注射ス〔即チ最小致死量ノi
  萬倍二相鴬スル菌量テ含有ス〕一
 繧） 「エチールアボビニン」チ以テ慶置セ

  ルモノ。
k）鋤照即チ菌接種ノミヂ行ヒ虜置セサ  O，5     0，5    0，5   0，3

  ル毛ノ（O，5；1／100，000）．      第1日    第2日   第3日  第4日  第5日

                ［97】
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 今第1囲二就テ観ルニ6頭ノ鉤照「マウス」中1頭ハ既二第一日日二，他ノ5頭ハ第2日目

二句レモ肺炎菌二因ル敗血症ノモトニ蜷死セルニ拘ラズ，「エチ一レアポヒニン」テ以テ慶置

セルrマウス」ニアリテハ韮欄ト同時二蜷死セルモノ健二1頭二過キズ，他ノ5頭ハ第3目目

二至ルモ筒全ク健全ニシテ第4目目二至リテ初メテ援病シ，第5日目二至ルニ及ピテ漸ク死

ノ専尊廣彦テトレリ．

 印チ是レニ依リテ観ルニrエチールアーポヒニン」ヲ皿テ慶置セルrマウス」ニアリテハ真壁病

並二死鯛ガ，何等虜置テ施サザル対照rマウス」二比シ約3日間運延ゼルテ見ルー耐シテ地ノ

際完全二菌感染テ発レ永久治癒テ來セルrマウス」無キバ之確カニ感染菌最ガ多キニ週ギダル

ガ篇メト思惟ス．（後輩参照）簡第3表八本防禦試験ト同時二毒性検査テ行ヒダルモノニシテ

姪ニョリ肝炎菌ノ毒カハ防禦試験前ト殆ド鐘化無ヰテ見ルベシ．

    一策  三   表

  毒性検査II．
肺炎双球菌（I型）ノ24時間10％血清プイナ｝培養

    「マウス」番號：83－90

接種薗量（蝿）

 O，5

 0，5

 0，5

 0，5

 0，5

 0，5

 O，5主

 0，5

稀礫崖
1：1．000

1：10，0G0

1：100．000

1：工Mi1L

1110Mm．

1：工00MiIL

1：1，OOOMi1L

1：1，000Mi1L

 纏  過

苑第ユ日

死第2日
死 第2日

死第2日
死 第2日

死第3日
死第2日

死第3日
 叉第2圃二示ス實験吻ハ「マウス」二24時間血清ブイオン培養ノー萬倍（b列）及ビ’十萬倍

（・列）稀癖液α5靖（印チ最小致死量ノ約十萬乃至一萬倍二相當スル菌量）テ注射シクル後，

直二第1回ノ薬液注射テ行ヒ，以後2日間違績鹿置セルモノナリ．

             第   二   圃

         「エチールアポヒニン」テ以ナセル防禦試験

             「マウス」濯言暑歳：91＿102．

腹腔感染：肺炎双球菌

 a）1／100，000チO，5 （最小致死量ノエ萬信二相営ス），

b）1／1O，000テ0，5 （最小致死量ノ10萬倍二相竃ス），

k）甥照（1／10，000，1／100，OOO，1／1OO，OOOナ各々O，5），

慶置〔菌接種直後〕；0，75％盤酸エチールアボビニン溶液チ髄重20風二就キ

a） O，45－O，50＿0，45，

一心）O，50－0，50－0，50

  宛連続（3日間）注射ス1
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φ4仇 疵

垢 老

ト
1ん一

4

皿 ”

園園

     O，45．。0，5        0，50，5         0，45 0，5

      第1日   第2日   第3日  参蒔4H 第5日第6－10日

 副チ右圃テ観ルニ鹿置テ施ササノレ対照rマウス」ハ総テ菌接種後48時間以内二蜷死セルニ掬

ラズ，「エチールアポヒニン」慶置テ行ヘル「マウス」ニアリテハー萬倍稀織液ラ以テ感染セシ

メクル「マウス」バ頭ガ勤照ト殆ド同時二蜷1ノダルハニシテ他ハ総テ封鮒マウス」ヨリモ

長ク生存シ，十萬倍稀耀液テ以テ感染セシメ列レ「マウス」ノ内1頭ハ蓬二完全二菌感染ラ発

レ得クルデ調ム．向又（a）列及ビ（b）列ノ實験成績ラ対比スルニ感染蔵量ノ多寡ハ實駿結果

二少ナカラズ影響スルモノナル事デモ知リ得ベシ．

 次二「エチールアーポヒニン」ト「オプトヒン」トノ防禦効果二就キ比較試験テ行ヘリ．蓋シ
                                          ●  ■
「オプトヒン」ハ肺炎菌二対シ現今吾人ノ有スル最甥ノ髄内消毒カラ有スル築物トシテ周知ノ
 ■ ● ‘ ● ●  ● ■ ● ■ ● ● ● ■ ■ ● ・ ● ■ ・ ■ ． ・ ● ． ・ ■ ● ■ ． ■ ● ・ ● ■ ■ ○ ■ ■ ● ●

モノナルガ敬二，之ト「エチールァポヒニソ」トノ効果ラ比較スル事ハ特二興味アル問題ト云
●  ■  ●  ●  ■ ■ ■

フベシ．

                 雄   三   鰯

       「エチールアボビニン」ト「才ブトヒン」トノ防禦効果比較試験

                 「マウス』覆手易嵯：114－138。

 腹腔感染：O，5肺炎双球菌1／100，O00 （最小致死量ノ1萬倍二相箇ス〕・

 慶置（菌接種直後）：

  a）0フ5％盤酸エチールアポヒニン溶液ヂ髄重20酉二罫シ0，5－O，亨一0・4－0，4宛テ皮下二連繍澁

    射ス，

  b）0，75％蟻酸オブトヒン溶液テ（a〕ノ場合ト同様二流射ス。

  k） 対照（O，5；1／1O，OOO，1／100，OOO，1／1Mi11，1／10Mill），

                  互 4    冴 ≠   4 4    尻 タ    凶 タ比4    皿4

遂 差

杉〃迎

4。〃一

マ％、．，一。 ■

％｝〃

 0，5

第1日

0，5          0，4       0，4

第2．日  第3n 第4『1 第5日 第6目 第7－O目
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 第3圃ハ総テ鰐重20瓦ノ「マウス」1O頭宛テ探刷シ，薬用量，慶直方法興一ノ他ノ實験條件ラ

総テ同一ニシ，「オプトヒン」ト「エチールアポヒニン．1トノ効ノ』テ比較セルー箪騒例テ示スモ

ノナルガ圏ノ（a）列ト（b）列トニ就テrマウス」ノ病床経過テ対比スルニ何レノ期日二於デモ

「オブトヒン」ノ効果ハ「エチ｝ルアポヒニン」二比シ著シク多1ノルモノアル1テ見ルベシ．印チ

rオブトヒン」テ以テ慶置セルrマウス」1O頭ノ内3頭ハ既二対照ト同時二艶レ，他ノ7頭（内

3頭ハ健金，1頭ハ軽症，3頭八重症）ハ対照「マウス」ヨリハ延命シタルモ第4目二至リ1

頭ヲ残シタルバニテ他ハ総テ敗血症テ起シテ蜷死シクリ。然ルニ「エチールァ・ポヒニン」ヂ

以テ慶置セルrマウス」ニアリテハ其1頭ガ対照ト同時二発レタ」レノミニシテ他ハ悉ク郵照1…1

リバ延命シ，第4日日二於デモ術6頭ハ生存シ，（内4頭ハ健釜，2頭ハ軽症）5－6日目二至

リテ初メテ2頭ノ｛生存スルニ重1ノリ．如新本比較試験二於テハ結局「エチールアボビニン」

魔置ニョリテ2頭ノrマウス」ガ完全二菌感染ヂ発レrオブトヒン」慶置ニョリテ1頭ガ感染テ

売し得タリ．印チ「エチールアボビニン」ハ「オプトヒン」ヨリモ「マウス」ノ肺炎菌ニョル全身

感染チ防禦スル能ノ」強大ニシテ，動物騒内二於ケル此消薄試験ノ結果ガ余ノ嚢二褒表セル試

験賞内紛毒試験ノ戒緕トヨタ相一致スノレヲ見ル．

 次二rメチールアポヒニン」並二rヒニン」ヲ以テ同様ノ防禦試験テ試ミタルモ此爾物質！・

「マウス」ノ肺炎菌二四ル感染三軸シテ共二何等ノ効果デモ呈セサル軍テ知レリ．

 邸チ第4圖二示ス實駿例（接種菌最ハ第1一策3試験例ノ場合ヨリ少ク，最小数弗量ノ約

百倍二相當ス）ハrメデールアボビニン」，rヒニン」及ビrエチールアボビニン」テ同時二比較

セルモノニシテ，之二体ツチ概レハ各物質ニコル効果ノ有無テ最モ明瞭二知ル事ヲ得

                第   四   圖

   「ユチールァポヒニン」，「メチールアポヒニン」及ビ「ヒニン」ノ防禦効果比較試験

               「一マウス」零手号虎：165＿184

 腹腔感染（第王呵ノ虜置チ行ヘル直後）10，5脳炎双液菌1／ユOMin，（最小致死量ノ百倍二相篭ス）一

 慶置〔蓬頼淀射〕；

  a）O，75％襲酸エチールアボ七二γ液ヲ・髄重20瓦二勤シ⑪，5－0，4－O，4；

  b） O，75％璽薗画菱ヒニン若輩テ          〃          O，5－0，4；

  c） 0，75％麗酸メチールアポヒニソ液チ〃      O，5－0，5；

  k）対照（O，5；1／1OMill，1／100MilL，1／1，000Mill）。

                       ”    ”    4    乱

      第1日   第2日  第3日 第4日 第5日第6－1O日
       d＝心血及ビ脾臓ノ備養ハ菌陰性，

 印チ「ヒニン」テ以テ慶置セル（b）列二於ケル「マウス」ノ病床経過ハ何等虚置テ施サザル対

照例（k列）ノソレト全然同一ニシテ其1肯潅的効果ハ之テ痕跡タモ認メ得ズ．叉「メチールア

                  【100】
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＊ヒニン」ヲ以テ虎置セル（C）列二於デモ略同様ニシテ洲本第川ノ症状ハ対照ノソレヨリ

モ稿輕ク，郎チ「メチールアポヒニン」ガ微二効果アルヤニ思惟セラノりレガ如キ感アリシモ第

2月二至リテ全音悟ノ「マウス」ハ蜷死シ結局「■メチールアポヒニン」モ亦「マウス」ノ死期ヲ遅延

セシメ得ザル鮎二於テ何等「ヒニン」ト選ブ鹿ナヰテ側ル．

 之二反シ「エチールアポヒニン」慶置テ行ヘル（・）列二於ブハ経過著シク良好ニシテ5頭ノ

rマウス」中3頭ハ完全二菌感染ヨリ売・・，蜷死セル他ノ2頭ト離モ対照「マウス」ヨリハ向ξ

｝3日間長ク生存セルラ見ル．伽七ノ際感染ヨリ発レタル3頭ノ「マウス」ハ何1ノモ勿論外観

上健全ナリシモ，更二念ノ篤メ余ハ10日間生存セシメタル後此ノ3頭ノ「マウス」二就テ英ノ’

心血並二脾臓組織汁ノ培養及ビ懸微鏡的検索ヲ行ヒダルニ，何レモ金ク菌陰性ナリシヲ實識

セリ．

 右ノ實験例ハ「マウス」麗重20瓦二対シ0．4－0．5耗二相當スル「メチールァポヒニン」叉ハ

「ヒニン」波テ皿テ慶置セル場合ナルガ，他方「マウス」磯重20瓦二対シ該液ノO．6第テ以テ魔

置セル防禦試験二於デモ亦同様纏チノrマウス」ハ対照ト殆ド同日二蜷レ是非全然無効ト断ズ

ベヰノ結果二絡レリ．

 以上「エチールアボビニン」テ以テ慶置セル各防禦試験ノ成績テ通覧スルニ接種蔵量ガ最小

致死量ノ十萬倍（第2圃（b）列）ノ場合ヨリモー萬倍（第工囲（a）列，第2圃（a）列皮ビ葉3囲

（・）列）ノ場合二於テ，一萬倍ノ場合ヨリモ行倍（第4圃（・）列）ノ場合二於テ艮結果テ示シ

犬饅接種蔵量ノ寡キ場合程共域綾良好ナルラ誌ムル事テ得タリ．

 最後二条ハ「アポヒニン系誘導駿ノ基礎物質ナノレ「アポヒニン」二就テ稔シタルニ，共結果

ハ第5圏二示スガ如クニシテrアポヒニン」塵置ノrマウス」ハ悉ク対照rマウス」ト同時二艶レ

全ク無効ナルノ結果二終レリ．但シ「アポヒニン」ノ効果ナヰハ第1報毒性試験ノ際二述ベタ

ルガ如ク「アポヒニン」ハ難溶性ニシテ容易二注射部位二析出沈澱シ，比較的吸牧セラレ難キ

事モ葉ノー因ト認ムルナ得ソカ．

               第   五   圃

            「アポヒニン」ヲ以ナセル防禦試験

」「マウス」番號：］85＿194、

                            血腹腔感染（第1回ノ塵置直後）：O，5 肺炎双球菌1、／mMi11 （最小致死

   長ノ100倍二相當ス）、

慶置（連頼注射）l

 a〕O，75％襲酸アボビニン液ヂ髄重20珂二勤シ

   Nrユ85，186，187二対シテハO，5－O，5，

   NLユ88，189，190二甥シテハO，6－O，5，

 k）  艶党費（O，5；1／10Mli11．，1！1OON億u， I／r，OOOMi1I），

ルーm

¢〃〃〃

伽〃〃

第1日   第2日

             第二項 實験成織ノ概括

以上「エチールアポヒニン」，「オプトヒン」，「メチールアポヒニン」，「ヒニン」及ビ「アポ

                 【1㎝】
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ヒニン」テ以ナセル防禦試験ノ成糠テ概括スル二次ノ如シ．

 （ユ）「エチールアポヒニン」ハ「マウス」ノ肺炎菌二因ル全身感染二対シ顯著ナル防禦的効

カラ有シ，共消毒ノJハ動物鰯内二於デモ亦試験管内二於クル｝同様「オプトヒン」ヲ凌駕ス．

 （2）「ヒニン」ガ「マウス」ノ肺炎菌感染二対シ，殆ド防禦的効果ナキ事ハ既二「モルグン

ロート」ノ護明セル財ニシテ，余ノ實駿二徴スルモ亦「ヒニン」ハ動物騒内二於テハ肺炎菌二

対シ殆ド何等ノ消毒作用チ示サザル事＝チ知ル．

 （3）「メチールアポヒニン」及ビ「アポヒニン」ノ両者ハ「ヒニン」二比シ試験管内二於クル

消毒効力相當大テルモノァリシテ場テ，英ノ動物髄内二於ケル消毒効カニ就テハ砂ナカラズ

靭待スル所アリシニ，防禦試験ノ結果ハ全然豫想テ裏切リ此両者モ亦殆ド何等効果ノ認ムベ

手モノナカリキ．

第ミ車 肺炎双球菌ノ全身感染二勘スル治療試験

 既述ノ如ク「エチールアボビニン」ガ「マウス」ノ肺炎菌感染二勢シ最大ノ防禦的効果テ有ス

ル事テ實讃シ得タルテ以テ余ハ吏二進シデrマウス」ガ肺炎菌二因リテ既二敗血症テ超セル場

合ニモ亦コク共治療的特効テ褒揮シ撮ルヤ否ヤニ就テ検索セyト欲シ本治療費験テ途行セリ．

 惟アニ凡ソ薬餌療法ノモニ限ラズ，纏テ疾病ノ治療二際シテハ可及的ソノ早期二於テ治療

テ始ムルナ以テー般原則トスルモノニシテ，如何二有効ナルベキ薬物ト離モ，治療ノ時期テ

失スルニ於テハ充分ナル効果テ期待シ難キ事今更言テ要セサル虜ナリ．上述ノ防禦試験二体

ツチ甑二羽カナルガ如ク，余ノ使用セル菌株ハ稼性極メテ強大ニシテ，「マウス」テ全身感染

ニヨリ蜷死セシムル事甚ダ迅速ナルガ敬二，滞療試験二於テ良好ナル成績テ得ントスルニハ

符二治療開始ノ時期撰捧ヂ課ラザル様注意スベキ事長緊要ナリトス．

 今「モルゲンロート」及ビ「レビー」工2〕ノ研究二擦レハ肺炎菌ヲ「マウス」ノ腹腔内二接種シ

タル後5－6時間テ経過スル時ハ奮二肺炎菌ガ腹膣内二於テ著シク嚢育増殖セルノミナラズ

既二流血中ニモ之テ讃明シ得ルモノニシテ，此ノ時期二於テrオプトヒン」ラ皿テ治療テ開始

スル時ハ最モコ辛滑療成績テ得ト云ヘリ．

 戴二於テ余モ亦，余ノ使用セル菌株ガ果シテ腹腔内接種後5－6時間ニシテ之テ流血中二
 ●  ●  ●  ●  ●  ■  ■  ■ ●  ■  ■  ■  ■  ■ ●  ■  ●  ●  ●  ●  ■  ● ○  ●  ●  ● ●  ●  ■  ●  ●  ●  ●  ●  ■  ●  ■  ●  ●  ●

讃明シ得ラノりレヤ否ヤチ豫メ確ムル事ノ必要ナルヲ思ヒ，先ヅ豫備試験トシテ肺炎菌（I型）
●  ●  ■  ■  ■  ●  ■  ○  ■  ●  ●  ●  ●  ●  ■  ●  ●  ●  ■  ●  ■ ●  ■  ■  ■  ●

ノ24時間並漕ブイ才ン培養ノー干萬ノ｝至十萬倍稀緯液0．5姥（印チ少クトモ最小致死菌量ノ百

乃至一萬倍ξ相醤スル菌量）テ「マウス」ノ腹腔内二派射シ，5－6時間テ経過シタル後「マウ

ス」ノ尾端テ切断シ，流出スル血液二一一三白金耳プ血清ブイオン」内二移殖シ，之テ24時間

叉ハ48時間38度ノ解竈中二置寺テ観察シ幻レニ例外ナク肺炎菌テ講明スル事ヲ得タリ．而シ

テ24時間遅クトモ48時間以内ニハrマウス」ハ悉ク全身感染ノ爲メニ蜷死セル事費デモ認メタ

リ．

 以上ノ豫備試験二由リテ余八大髄肺炎菌接種後5－6時間テ以テ治療開始ノ時期ト定メタ

ル「モルゲンロート」ノ所説ノ安當ナルヲ認メタリ．素ヨリ流療開始ノ直前二於テハ毎常必ズ
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「マウス」ノ尾端コリニー三白金耳ノ血液ラ探リ之テ10劣血清ブ4オン」二移殖培養シ，以テ

治療開始時二乗シテ肺炎菌ガ流血中二存在セルヤ否ヤチ確ムルニ備ヘタリ．

 次二薬液二就テー言センニ，「モルゲンロート」及ビ「ハルベルスデッテル」㈹ハ「マウス」

「トリパノゾーマ」感染二鰯スル化學療法的研究二際シ，「キナアルカロイド盤基ノ「オリ■プ

油溶液テ使用シタルニ該アルカロイド盤ノ水溶液テ用ヒタル場合ヨリモ蓬二良好ナル成績テ

得タリト報ジ，次デ又「モルゲンロート」及ビ「カウ7マン」〔4〕ハ「マウス」ノ肺炎菌感染二

就テ同様ノ實験ラ違ゲ「オブトヒン」ノ中憧髄駿髄溶液ヨリモ該麗基ノ油液テ用ヒタル方ガ効

果更二薩實ナルヲ見タリ．余ハ比等諸家ノ實験二鑑ミ本清療試験チ行フニ當リー方二於テハ

rエチ．ルアポヒニン」（叉ハ「オブトヒン」）ノ中性駿酸髄溶液（O．75％液）テ用ヒ，他方二於テ

ハ爾「アルカロイド盤基ノ2．0％オリーブ油液テ用ピタリ．

                第一項實験成績

         奥ノ□．「エチ｝ルアポヒニン」チ以ナセル治療試験

 第6圃二示ス賛験腕ハ菌接種（接種蔵量ハ最小致死量ノー萬傍及ビ千倍二相當ス）6時間後

二血液ノ細菌學的検査ト同時二「エチ｝ルアポヒニン」ノ第1回清療注射テ行ヒ，以後3日間

違綾シテ都合4圃冷療セルモノナリ．

                第   六   圃

           「エチ｝ルアーポヒニン」チ以ナセル治療試験

 「マウス」覆弄量産：195＿210．

 腹腔感染：a）O，5肺炎双球菌 1／1Mi1L （最小致死量ノ1，OOO倍二相篭ス），

     b）O，5 ”     1／100，000 （最小致死量ノ10，OOO倍二相當ス），

     k）鐵照．0，5；1／1Mi11－1／100且000）

 虜置（運績皮下瀧射）：

     a）菌接種6時間後O，75％鱒酸エチールアポヒニソ波チ磯重20珂二鐵シ

          0．5＿O，5＿0，5＿O，45，

     b）菌接瞳6時間後O，75％蟻酸エチールアポヒニン液チ駿重20瓦二対シ

          O，5－O，5＿O，5＿O，45，

      o＝菌接種6時間後血液二肺炎双球菌チ護蜴セル毛ノ．

且 4    4

   O，5             0，5        0，5        0，45

   第1圓  第2日 第3日 第4日 第5日 第6日第7－13日
 副チ何等治療テ施サカレ対照「マウス」ニアリテハ6頭ノ内ヰ頭ハ既二第1日（24時間以内）

二繁レ，他ノ2頭モ亦48時間以内二蜷死セルニ拘ラズ，rエチールァボビニン」ノ魔置ヲ受ケ

タル「マウス」ニアリテハエ頭ハ第2目目二鑑死（但シ第1日目ニハ病状1チ呈セズ）シタルモ他

                   【l03】



348 画     本

ハ総テ勤照ヨリモ長ク生存シ，十萬供稀緯液テ以テ感染セシメタル「マウス」ノ内1頭ハ蓬二

完全二治癒セルラ認ム．

’次二示ス第7圓ノ實麟例モ亦同棲二菌接種（接種蔵量ハ第6圖ノ場合ヨリ少シ，師チ最小

致死量ノ百倍二相當ス）6時間後二第i回ノ治療注射ヲ行ヒ爾後3日間違綾シテ」同様ノ虜置

テ繰リ返シタルモノニシテ，「エチールアポヒ貝ン」ノ治療的成績ハ菌接種量ノ少キ爲メ前述

ノ實験例二於ケル場合ヨリモ更二良好ナルヲ得タリ．

                第   七   圏

           「エチールァポヒニン」テ以ナセル治療試験

 「マウス」番號：211－219・

一腹腔感染：0，5肺炎双球菌 1／10州1（最小致死量ノ100暗二相當ス）

 虜置（連続皮下注射）l

   a）菌接種6時間後O，75％顧酸エチールアニン液
       O．5＿O，5＿O，5＿0，5，
   k） 鐵貝冒（1／1OM1i1Iリ 1／I00M1三H．， 1／1，000Mli11，〕

    ○出菌接極6時間後二流血中二肺炎菌チ護明ス．（以下準之）

        ¢       φ       屯     吐    且     心

／～

レ〃

ト
        0，5          0，5        0，5       0，5

        第1［1   第2日  第3日 第4日・第5日 第6－12口

艶チ勤雌「マウス」ハ艦テ菌接種後2日以内二蜷死セルニ拘ラズ治療テ花セル「マウス」ニア

リテハ5頭ノ内3頭ハ全身感染ノモトニ蜷1ノダルモ他ノ2頭ハ完全二治癒セリ．

次二条ハ菌接種後12時間ヲ経過シタル「マウス」二就テ「エチーノレアポヒニン」ノ治療酌効果

ラ槍シクルニ集8圃二示スガ如キ結果テ得タリ．

                第   八   圃

           「チエールアポヒニン」ヲ皿ナセル治療試験

「マウス」番號：220－229．

腹腔感染：O，5肺炎双球菌 1／mm．（最小致死量ノ100信二相犠ス）．

 慶置：a）菌接種12時間後

     O，75％駿酸エチールアポヒニン波チ髄重20珂二勘シ0，5琵宛澁射，第2日ニハ0，5，第3日ニ

     ハO，4，第4日ノ午前0，4，午後O，2テ注射ス、

   k）甥照1（O，5；1／1OMin、）

                     目     且      乱     乏

               O，4
 0・5  0・5 0・4 0，2
第1日 第2日 第3日 第畑  第5日第6－10日
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 印チ是二体ツチ観ルニ薗接種12時間後二於テハ治療ノ時期既二遅キニ朱シ，爲メニ「エチ

□ルアポヒニン」テ以テスルモ只「マウス」ノ死期テ遅延セシメ得ルノミニシテ之チ全治世シ

ムル事ノ困難ナルヲ知ル．

第9圃二示ス實験例ハ2．0名ノ「エチールア．ポヒニン」一「オリロブ油液テ以テ治療セル實験

成績ナルガ，菌接種後6時間ヲ経テ行ヒタル唯1回ノ治療注射（此際薬量ハ比較的大量テ用、

ピタリ）ニョリテ試験「マウス」5頭ノ内4頭迄ガ完全二治癒シ，所謂頓挫性治癒ノ感アルテ

見ル．化成績ヨリ観レハ最初大量二役蘂スル方ガ小量テ幾回モ繰リ返ヘス事ヨリハ遥二有利

ナルテ思、ハシム．

               第   九   圏

       「エチールァポヒニン」一「オリーブ油液テ以ナセル拾療試験

 「マウス」琶苧量脂：230＿239一

 腹腔感染：0，5肺炎双球菌 ユ／10M1m・・（最小致死量ノ100倍二相犠ス）．

   虜置：童）菌接種6時間後2，O％「エチールアポヒニy」イオリー一プ油液テ髄重20瓦二勤シ0，6蝿

       宛1回皮下二注射ス．

      k）鐵照（O・5；1／10Mi1L）

                    ．4    、．π     ”，

          O，6

          第1日   第2日  第3日  第4日 第5－10日

     共ノニ・「エチールアポヒニン」ト「オプトヒン」トノ治療効果比較試験

                （P町ane1・鉗su・h・）

 以上ノ治療試験二擦リテ「エチールアポヒニン」ハ肺炎菌感染「マウス」二部シ顯著ナル治療

的効果テ現ハスモノナル事テ知リ得タルヲ皿テ，次二条ハ線テ同一置豊重タ有スル「マウス」チ

選ビ，感染蔵量，注射築最及ビ治療方式等一切ノ條件テ悉ク同一ナラシメ，極メテ周到ナル

注意ノモトニ肺炎菌感染「マウス」二対スル「エチーノレアポヒニン」ト「オプトヒン」トノ治療的

効果テ比較シタルニ「エチールアポヒニン」ハ「オブトヒン」ヨリモ遮二優秀ナル化學療法的物

質ナル事テ確認シ得タリ．

 玖二各比較治療試験例ノ域綾ヲ掲グレバ第10圖（本實験ハ爾物質ノ中性騒酸盤溶液ヲ便用

セリ）第11圏，第12国及ビ第13闘（此等3圃二示ス實験ニハ爾麗基ノ「オリーブ油液テ使用セ

リ）二示スガ如シ．

                第   十   圃

       「エチールァポヒニン」ト「オプトヒン」トノ治療効果比較試験

 「マウス」番號：241－258・

 腹腔感染：O，5肺炎双球菌 1／10Mi1L （最小致死量ノエ00倍〕一

                  【105】
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菌 種6皓間後治療開始（蓮頼皮下注射）：

  a） α75％麗酸エチールア赤ヒニン液チ「マウス髄重20瓦二勤シ

      α5－0・5－O・4－O・4（午前），O．2（午後），

  b）0－75％麗酸オプトヒン波チ「マウス髄重20武二勤シ

      O・5－O・5－O・4－O・4（午前），O，2（午後L

  k〕鐵照（O・5；1／1OMi1I・一1／100MilL）

  ＊呈死因ガ中毒性ナル力感染死ナルカ不明ノ毛ノ．

・且44  韓タえ
。 o ん〃

’
，

o ● ％

o 岳

o

o

4 切     四

       ＊     町5      0，4   q4（午前）
     O，5                   0，2（午後）

     第1日   第2日   第3日  第4日  第5日 第6－10日

               第  十  一  圖

      「エチールアポヒニン・」ト「オプトヒン」トノ治療効果比較試験

「マウス」書手蔓虎：259－283・

腹腔感染10，5肺炎双球菌 1／10舳L （最小致死量ノ100倍二相営ス）．

薗接種6時間後治療開始（連綬皮下注射〕：

   a） 2，096「エチーノレアポヒニン」一「オリーブ宇内詞菱チ「マウス駕三二重20コ鶉二装ホシ

       2匹；二’・O，4－0－O，3

       7辺；ニノ、O，4＿O，3－O，2

   b）2，0％「オプトヒソ」一「ナリーブ油液チ「マウス髄重20瓦二勤シ

       2匹ニハO，4－0－O，3

       7I四二’、O，4＿0，3＿0，2

   k）鞘照（O，5；1／10Mi1L－1／1，000Mm．〕

                                4     4刀4   孔タ
o ＾

o 竜 老

中
一 伽㌦

』 o ’〃〃

o
｝舳〃」

’

把 o ク〃〃．

o

，

     第1H    第2日   第3日  第4日  第5日 第6－1O日

               第  十  二  圃

      「エチールァポヒニン」ト「オプトヒン」トノ袷療効果比較試験

rマウス」番號：284－304・

                   【106】
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腹腔感染：0，5肺炎双球菌］／10Min

薗接種6時間後治療開始（蓮繊皮下流馴：

   ・）2，O％rエチールアボ七ニン」一「ナ〕一プ油液

      O，5＿O，4＿0＿O，2

   b） 2，O％「オプトヒン」一「オリーブ言出暑産

      0，5＿O，4＿O＿O，2

   k）  勤貝費⊂0，5；ユ／1“Ii11－1／1，000NIi11・）

    4        4

夜 4

                        軽症ナル毛ノニ勢シ
  O・5  0・4   0  0・2  0，2

第1日  第2日  第3日  第4日 第5日 第6日

               第  十  三  圏

      rエチールァポヒニン」ト「オプトヒン」トノ治療効果比較試験

「マウス」覆苧着艦：305－317

腹腔感染10，5肺炎双球菌 1／10Mi11・（最小致死量ノ100倍二相篭ス）・

薗接種6時間後治療開始（蓮憾皮†注射）：

   a） 2，0％「エチールァポヒニy」一「ナリ】ブ油漉テ「マウス髄重20：瓦二鐵シ

      0，4－0，4－0－0，2

   b） 2，O％「オプ下ヒy」一「ナリープ油液チ「マウス髄重20瓦二甥シ

      O，4＿O，4＿O－0，2

   k〕勤鰍O，5；1／IOMi1L－1／工，000Mi11・）

          ゼ        竜

                          朋佐4 μ勉坦4
由 o

助ψ．

o ●

o ’

尻〃

此 4

第7－10日

        O，4            0，4          0        0，2

       第1日  第2日  第3日  第4日 第5－10目
 師チ右掲ノ各圏表二就テ「エチールァポヒニン」ト「オプトヒン」ニコル治療成績テ夫々上ヒ較

野照スル時ハ凡チノ實験例テ通ジテ恒二「エチールアポヒニン」ハ「オブトヒン」ヨリモ著シク

有効二作用セルチ認ムル事テ得ベシ．

 今以上ノ四實験例テ総括シテ観察スル時ハ次ノ第4表二示スガ如キ結果ヲ得ラル，之二体

                    【107】
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ツチ容易二両者ノ優劣ヲ決ス’ルデ得ベシ．

             第  四  表

     「エチールアポヒニン」ト「才プトヒン」トノ治療効果ノ比較表

物

質

勤1死1警務♪リ鮒

ﾆ略セー四七九百t回ル占大主iよ手ウ讐）時時時！時時こ難 間 間 間1間 間

党ル萎全毛治ノ癒清テ篭警

エチール
Aポヒニソ
@  ≡

25 2 O 4 5 4「1 1  8
i＝32，0％）

オプトヒン 25 4
 1718

3 O O O  3
i：12，0％〕

    ＊27頭ノ勤照「マウス」ハ悉ク菌接種後48時聞以内二金場感染ノモ下二難死セリ．

 昌ロチ是二体ツチ観ルニ「エチールアポヒニン」テ以テ治療テ施セル場合ニハ著シク動物ノ感

染死期ヲ遅延セシムルノミナラズ結局32．0名ノ高全治牽ヲ示スニ封シ，「オプトヒン」テ皿ナ

セル場合ニハ僅ニエ2．0％ノ全治率ヲ得ルニ過ギサルヲ認ム，而シテ滋二看過スベカラザル所

見ハ薬液注射ソレ自身ノ駕メニ中毒死テ來セルモノト認ムベ手「マウス」ハ「オプトヒン」二於

テハ4頭テ算スルモ「エチールアポヒニン」ニアリテハソノ中敷郎チ2頭二留ル事ニシテ，是

レ明カニ「エテロノレアポヒニン」ハ其毒性小ナル難二於デモ亦「オプトヒン」二優ル事テ示スモ

ノト云7ベシ．（緒言参照）

米   ＊   来   米   ＊   米

 叉第5表八本研究ノ最後二於ケル肺炎菌ノ毒性検査ノ成績ナルガ是ニョツテ観ルニ菌毒カ

ハ最初ノ質．験（第2表参照）二於ケルト全然同等ナルテ知リ得ベシ．

             第  五  表

           肺炎双球菌ノ毒性検査 VII．

         肺炎双球菌（I型）ノ24時間10％血清ブイナン培養

             「マウス」習多量鑑…340＿345

接種菌量（蛯）

 O，5I

O，5｛

O，5

0，5

O，5｛

O，5

稀緯度
1：コMi1L

1：10Mi1L

1＝10“征三11．

1：ユOOMin．

1：1，OOOMi1L

＝1一：1OOOMi1L

 纏  過

死第1日
苑第2日

死第2日
死第2日
死第2日
死第3日

以上ノ防禦試験並二治療試験二於テ「エチールアポヒニン」父ハ「オプトヒン」ノ治療テ受ク

               【108】
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永久治癒テ來セル「マウス」ノ大多数二於テ局所反騰トシテ背部ノ皮膚組織二極緒叉ハ潰瘍ノ

蟹生テ見劣レドモ，凡ソ2－3週ニシテ該硬締ハ自然二吸収セラレ，潰瘍モ亦漸次癩痕化シ

テ途二完全二治癒シクリ・而シテ局所組織二対スル障碍程度二於テハ「オプトヒン」ト「エチ

ールアポヒニン」トノ間二殆ド差異テ認メス．（カカル局所反騰ハ從來「ヒニン」二於テ毛亦

厘々認メラレタル産ナリ．）

 附言．「弓ルゲンロート」ωガ「ナフトヒン」チ用ヒテ得タル治療成績ニヨレ・㍉英盤酸盤溶液テ以ナセ

ル場合ニハ54，5％ノ全治牽テ得，叉該麗基ノ「オ百一ブ油液㈹テ以ナセル場合ニハ更二之ヨリモ良好ナル

威綾テ得タリト云フ．然ルニ余が「ナフトヒン」ノ麗酸襲並二該酸基ノ「ナリープ油液チ用ヒテ得タル成績

山上書直ノ如グ平均12，O％ノ全治牽ヂ赤スニ通キズ，rモルゲyロート」ノ得タル成績ト著シギ懸隔アルヂ見

ル．之一面接種蔵量ノ多寡英ノ他ノ條俳ノ相違ニコルベキモ，其主因ハ特二菌株テ異ニスルガ爲メナルペ

ク箪二共毒カテ比較スルモ雨着ノ間二著シギ懸隔アリ．（「モルゲyロート」ノ使用セル肺炎菌（民ノ所謂I

a及ビI b橡）ノ「マウス」二局スル最小致死量八大騒1：1，OOO－100，000借稀耀液O，5鹿テルニ動シ，余ノ

用ヒタル肺炎菌（I型）ノ最小致死量ハ1：1，OOO，OOO，000倍稀耀液0，5琵ナリ）．

               第二項 質験成績ノ概括

 以上「エチールアポヒニン」及ビ「オブトヒン」テ皿ナセル滞療試験ノ成績テ概括スル三次ノ

如シ．

 「エチー一ルアポヒニン」ハ肺炎双球菌感染テ超シ，跣二流血申二菌ラ讃明シ得ルニ至レル

 「マウス」二靭シテ治療的効果テ現ハシ，而シテ英ノ効カニ於テ遥二「オブトヒン」二勝ル．

第四章 結   論

 既述ノ實験成績ニヨリ次ノ如ク緒論ス．

 （1）「エチールアポヒニン」ハ「マウス」ノ肺炎双球菌感染二割シ願蕃ナル化撃療法的作用

テ護揮ス．

 （2）而シテ共効カハ遥二「オプトヒン」テ凌駕ス．

 （3）「エチールアポヒニン」ハ之ラ費地臨床上ノ肺炎双球菌性疾忠二対シ確用スルノ慎値

アルモノト認ム．

 （4）「アポヒニン」，「メデールアポヒニン」及ビ「ヒニン」ハ何レモ「マウス」ノ肺炎薗感染

二対シ殆ド全ク効果ナシ．

 要之余八本流究ニヨリ從來肺炎双球菌個≡疾患二勤スル特効薬ナリドシテ知ラレタル「オブ
 ■  ● ● ● ■ ■ ■ ■ ● ●  ■ ■ ● ● ■ ● ■ ● ■ ● ● ● ■ ● ■ ■ ■ ■  ■ ■ ● ● ● ● ● ● ●    ● ・

トヒン」ヨリモ更二通二優秀ナル物質「エチールァポヒニン」ノ存スル事ヲ護見シ，条等ガ研
● ■ ■   ● ● ● ● ■ ■ ● ■ ● ● ● ■ ● ■ ■ ● ● ● ■ ● ● ■ ■ ■ ● ■ ■ ● ■ ■ ● ■ ● ● ■ ○ ■

究目的ノー部テ達成シ得タルノ感アルテ欣フモノナリ．然レドモ實際之テ人鱒二確用シ肺炎
■ ● ●  ■ ● ○ ● ■ ● ■ ● ■ ■ ■ ● ■ ● ●  ● ■ ○  ■ ● ■ ■ ■ ● ● ■ ■ ■ ■ ● ○ ■ ■ ● ● ■ ・ ．

双球菌二四スル諸種ノ疾患特二「クループ性肺炎或ハ飼行性角膜潰瘍等二対シテ異シテ所期
● ■ ■ ■ ● ■ ● ■ ● ● ● ■ ● ●    ■ ■ ● ● ■ ● ● ■ ● ■ ● ● ● ■ ● ■ ● ■ ● ● ● ■ ■ ． ． ・

ノ効果テ牧メ得ルヤ百カヤニ就テパーツニ今後ノ臨床的實験二侯タザルヘカラザルハ勿論ナ
・ ・ ■ ■ ● ■ ■ ● ● ■ ● ■ ・ ・ ● ● ． ■ ・ ・ ● ● ● ● ・ ● ● ● ． ■ ’ ■ ■ ■ ● ● ■ ● ■ ■ ●

リド雄モ，rエチールァポヒニン」ガ化學構造上rオプトヒン」ノ如キ飽和性物質ト大二其趣キ
■  ● ● ●     ■ ● ■ ● ●  ■ ● ● ●  ● ■ ■ ● ■ ●   ■ ● ● ● ●  ● ● ● ● ● ■ ■ ■ ■ ● ● ■ ● ■

ヲ異ニシ寧日英ノ分子申二不飽和性原子園テ有スル鎚ハ頼ル「ヒニン」ト相通スルモノアリ，
■  ●  ■  ●  ●  ●  ■  ■  ●  ●  ■  ■  ●  ●  ●  ■  ●  ■  ●  ■ ●  ●  ■ ■  ■  ● ●   ●  ●  ■   ■  ■ ●  ●  ●  ■  ●  ・  ・
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從ツチrアポヒニン系物質二於ケル此化學上ノ特徴ガ「ヒドロクプレイン系物質二通有ノ鉄継
■ ● ■  ■ ■ ■ ● ● ● ● ● ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ● ■ ●   ■ ● ● ● ● ■ ● ■ ● ● ● ● ● ■ ■ ● ・

例ヘバ硯利一経二対スル期ノ厭7ベキ副作用ノ如キナ如何ナル程度迄緩和シ得ベキカ，此ノ可
● ● ■ ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ■ ■ ■ ● ● ● ■  ■ ■ ■ ● ● ■ ● ● ● ■ ● ● ●  ● ● ● ■  ●    ■ ■ ■

能性二就テ余八大二期待セントスルモノナリ．暫ラク記シテ絡來ノ研究二徴セン．（論文典
■  ●  ■  ●  ■  ●  ●  ●  ●  ■  ■  ■  ■  ●  ●  ■  ■  ■  ■  ●    ■  ●  ■ ■  ●  ●  ●  ●  ■  ●  ■  ●  ●  ●  ●

ノー参照）

欄筆スル＝箆リ鰺始御懇篤ナル御帳導ヂ賜リダノレ石坂教授二罫シ心力ラナル謝意テ表シ，背菌松

ノ分譲及ビ御助言チ辱フジタル谷教授，柿下離師二勤シ叉非常ナル御助カニ與リタル同僚三浦・

察玄繭氏二鐵シ遮二深謝ス．

文   嚴

工）第四回日本業理學會記事．昭和5年4月・    2）J－Morg㎝施曲1I－R．LeW：招e・L kIin・
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